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１ 聴覚障害のある幼児の生活と学びを豊かにする支援                          

 ⑴ 見て分かる環境づくり 

 聴覚障害のある幼児は、音声を聞いてその場の状況を判断することや、行動に移すことが難 

しい。そのため、目で見てすぐに分かる環境を作る必要がある。その際には、幼児が自分の 

行動に自信を持ち、安心して生活できることが大切である。 

 そのためには、教師は幼児と話す際には、幼児と目線が合うようにかがむなど、姿勢を低く 

したり、教材がある場合にはどのようなものか丁寧に提示したりして、見て安心できる状況を 

作る必要がある。身振りや手話を使って話をする際には、表情を豊かにしたり、話が伝わりや 

すいように実際の物や写真、絵カードを併用して活用したりするなど、幼児の見る力を生かし 

て分かりやすく安心できる環境を作る必要がある。 

   聴覚障害特別支援学校では、放送は字幕が流れる電光掲示板を使ったり、チャイムはライト 

  を光らせたりして、見る力を使って情報が得られる環境を整えている。教室は、ドアを閉める 

  ことなく、常に開けた状態にしており、誰でも授業の様子がすぐに見られるようにしている。

また、座席の配置においては、半円型を作り、友達や教師と視線を合わせて話ができるよ 

  う配慮している。 

⑵ 体験活動の工夫 

   幼稚部では、季節の行事や買い物などの実生活に即した様々な体験活動を日課に位置づけて 

  いる。体験活動では、見る力の他に、五感を体全体で感じられるような場面を設定している。 

  例えば、調理体験では、作りたい料理が決まったら、まずは必要なものは何かを自分で考える。 

  そして、友達と協働で作る料理を決めてどんな食材が必要かを話し合いながら実際に買い物 

  へ行き、調理を始める。食材を触った感触や、完成した料理の香りや味わう体験など、様々な 

 要素を含んだ体験を行う。 

   体験活動は、自ら考え、判断する場面や、友達と協力し合う場面、幼児期で大切な五感で 

  感じる場面など、様々な場面を設定できる。 

 ⑶ 言語概念の形成 

   幼稚部においては、身振りや手話を使ってのコミュニケーションを大切にし、日本語を遊び 

  や生活の中で日常的に学べるようにしている。例えば、季節感のある物や、幼児が好きな食べ 

  物を実物と合わせて文字表記をして、自然と目に入りやすい場所に展示している。また、日々、 

  言葉遊びや絵日記に取り組み、日常生活の中で身近に文字や言葉にふれられるような環境の工 

  夫をしている。 

 ⑷ 豊かな心と言葉の育成 

 教師は、幼児が遊びを中心とした生活の中で、五感を働かせたり、自ら考えたりする力を日々  

積み重ねられるよう常に環境の工夫を行う必要がある。日常生活全般を通して、様々な環境に 

おいて幼児同士で身振りや手話を使ってコミュニケーションが図られる場面を積極的に設け、 

幼児同士での話し合いを大切にし、自分の気持ちを伝え、相手の気持ちを受け入れる経験を深 

められるよう支援する必要がある。 

 「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「どうした」など、伝え方の手順を丁寧に説明するこ 

とや、話す時にはできるだけ実物を提示し、言葉と物を結び付けることなど、言葉や文字の理 

解を深められるようにしている。 

  自分の気持ちを相手に伝えることが難しい時には、教師が間に入り、その場の状況に応じた 

 伝え方や適切な言葉遣いを支援し、幼児同士が関わりを深められるようにしている。 

 また、友達と話すなどの直接的な関わりの他に、日常的に行っている絵本の読み聞かせな 

ど、間接的にコミュニケーションを学ぶ場面を設定している。人には喜怒哀楽があり、話す際 

にはそのような気持ちを加味して話す必要があるなど、様々な角度から言葉に触れる機会を作 

っている。 

 

第６節 聴覚障害特別支援学校で大切にしたい支援 
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２ 聴覚障害のある幼児への支援や配慮の工夫例                              

 ⑴ 安全 

 ①  ②  ③  ④  

  ①②廊下の曲がり角や階段の踊り場にはミラーを設置し、事故そのものを防止すると共に日頃から 

  危険を回避する意識がもてるようにしている。 

  ③④園庭は、幼児同士が遊んでいる最中にぶつかることの防止や、緊急時の避難がしやすいこと、  

  幼児全員の行動を教師が把握しやすいことを目的として視界を遮るような障害物は置かないように 

  している。 

 ⑵ 見て分かる環境（配置などの工夫） 

 ①    ②    ③   

 ④    ⑤    ⑥  

  ①②③④話したり遊んだりするときは、常に対面で教師や友達の手話や口形が見えるように、椅子 

  や机の配置を工夫する。⑤⑥逆光にならないよう、場合に応じてカーテンを引く、立ち位置を配慮 

  するなど、互いに見て伝え合えるような工夫をしている。 

 ⑶ 見て分かる環境（道具やルールなどの工夫） 

 ①  ②     ③  

  ①②例えば「鬼ごっこ」では鬼が替わったことが声だけでなく見ても分かるようにお面を使ったり、  

  「だるまさんが転んだ」では言い終わりが分かるように作った人形を使ったりして、誰もが見て分 

  かるように工夫している。③歌い終わりや活動の切り替わり、集まりを知らせたい時など、電気を 

  消して合図にする工夫もしている。 
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 ⑷ 音を知る・聞きやすくする 

 ①   ②   ③   ④  

 ⑤   ⑥   ⑦  

  ①②チャイムが鳴る時はランプが点いたり、放送は電光掲示板でも流れたりと見て分かる設備を整 

  えている。③④⑤⑥楽器や機械などには、音に代わって見て分かるようテープを取り付けたり、旗 

  を使ったりするなどの工夫をしている。⑦聞きやすい環境作りのために、椅子やテーブルの下に 

  テニスボールをつけて引きずり音などの雑音を減らすこともしている。 

 ⑸ 補装具など 

     
  それぞれの幼児の聞こえに合わせて補聴器や人工内耳を装用する。電池や聞こえのチェックも随時 

  行う。また、ＦＭ補聴システムという補聴器や人工内耳と一緒に利用することで聞こえにくい環境 

  をより聞こえやすい環境にする装置を使う幼児もいる。 

 ⑹ 教材・教具（生活の中で） 

 ①  ②  ③  ④  

 ⑤  ⑥  ⑦  ⑧       

        ⑨  ⑩  

  ①②③④⑤廊下や教室の壁には、行事や季節の中で学ぶ言葉などを指文字、日本語、絵で掲示する。 

  クイズ形式にして、楽しく興味がもてるようよう工夫をしている。⑥⑦⑧生活の中でよく使う手遊 

  びの歌詞カードを作ったり、あいさつを文字で掲示したりして、聞こえにくくても視覚的情報を多 

  くすることで生活言語やマナーなどを覚えられるよう配慮している。⑨過去、未来など抽象的なこ 

  ともできるだけ視覚的に学べるよう掲示物の工夫もしている。⑩お誕生会などの行事で幼児が司会 

  をする時には、言葉だけでなく絵や手話も意識できるような掲示にしている。 
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 ⑺ 教材・教具（個別指導の中で） 

         ①  ②   

③  ④  ⑤  

 幼児それぞれの課題に合わせた教材・教具を使っている。音の聞き分け、発声・発音、手話、日本語、 

 絵での表現などあらゆる方法でコミュニケーション力を伸ばすための学習を行っている。①音の聞き 

 分けにはＣＤや絵カードなどを使う。②③④年齢や発達の課題によって、絵日記を保護者と一緒に描 

 くこともある。状況の変化を丁寧に言葉に置き換えたり、助詞や形容詞などを指導したり、幼児が初 

 期に日本語を覚えるきっかけを作ったりしている。保護者と幼児とのコミュニケーションをねらいに 

 している。⑤遠足のしおりは、時間の流れや「いつ、どこ、だれ」などを視覚的に学べるよう配慮し 

 ながら幼児と一緒に作っている。 

 ⑻ 電光掲示板 

 

 

 

 

 

 

 主に緊急を要する校内放送などを文字情報でも得られるようにしている。 

 

３ 聴覚障害特別支援学校幼稚部の日課表例                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

時間 月 火 水 木 金 

9:15 登校・身支度 

9:30 遊び 

（園庭・室内遊びなど） 

11：30 学年・学級活動 

（製作・リズム遊びなど） 

12:15 給食準備・給食 

・歯磨き・片付け 

13:10 下校準備 

13:30 帰りの会・下校 

14:30 個別活動  個別活動 

 

【日課表上における活動について】 

①遊び 

・様々な体験ができるよう遊びを１日の生活の中に取り入れ 

 る。  

・異年齢集団での遊びを大切にする。  

・幼児が主体的な遊びを展開できるよう環境を工夫する。 

＜主な遊びの例＞ 

泥・砂遊び、運動遊び、ルールのある遊び 

②学年活動  

・同年齢集団での関わりが深められるよう活動を工夫する。 

＜主な活動例＞ 

製作や劇遊び、ルールのある遊び、体づくり 

③行事  

・季節などの行事を通して、様々な体験をする。  

＜主な行事の例＞七夕、歓迎会、遠足、保育園などとの交流 

④個別活動 

・必要に応じて幼児の課題や学びを考慮した活動を実施する。 

＜主な個別活動の例＞ 

文字や数、野菜や昆虫、乗り物などの概念、絵本・製作 

・描画 
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４ 聴覚障害のある幼児の保護者支援の実際                                 

 ⑴ 保護者の気持ちを受け止め、一緒に子供に向き合えるよう寄り添う。保護者は迷ったり悩ん 

  だりするなど、様々な気持ちや思いを抱えながら子育てをしている。そのような保護者の気持 

  ちや思いをしっかりと受け止め、家庭での様子、保護者の不安や願いなどを丁寧に聞き、子供の 

  これからの成長について保護者と共に前向きに考えていけるよう支援する。 

 ⑵ 学校生活での様子やねらいについて、保護者に理解してもらうよう丁寧に話をする。共通の 

  コミュニケーション手段となる手話に関しては、手話学習会を行うなどして保護者への周知、 

  理解に努める。 

 ⑶ 医療機関や幼稚園、保育園、通園施設等、関係諸機関と連携しながら、保護者と共に、子供 

  の実態把握、課題、配慮など、共通理解に努める。 

 ⑷ 保護者学習会の主な例  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

５ 早期教育相談                                        

 ⑴ 乳幼児教育相談の対象は、聴覚障害のある乳幼児とその保護者（家族）である。 

   聴覚障害のあると診断され、医療機関などから紹介された乳幼児に対し、速やかに相談・支 

   援を開始する。近年は新生児聴覚スクリーニングが普及し、０歳から開始することが多い。 

   また、新生児スクリーニングを受け、確定診断前の不安な保護者に対しても要望があれば、 

  適切な診断機関を紹介するなど相談を行う場合もある。 

 ⑵ 乳幼児教育相談の流れ 

   家族    病院・関係諸機関 

                    

         

  

       

 

                         

 

 

 

 

             

                                 

           

 

 

期日 内容 

５月２４日（水） 手話勉強会（子供や教師の手話ネームについて） 

６月 ２日（金） 手話勉強会（天気、オノマトペの表現） 

７月１３日（木） 聞こえについて（聴覚支援部の教師友達による難聴体験等） 

９月２０日（水） 手話勉強会（紙芝居をしよう） 

９月２６日（火） 兄弟支援について（ろう教師の体験談より） 

１１月２０日（月） 小学部生活について（小学部主事の話） 

１１月２８日（火） 社会人経験・子育て経験について（ろう教師の体験談より） 

１２月２０日（水） 手話勉強会（年末年始、干支の表現） 

１月３０日（火） 手話勉強会（アルファベット、節分、インフルエンザの表現） 

２月２２日（木） 自分の子育ての方法、工夫について（本校保護者の体験談より） 

３月８日（木） 手話勉強会（やりとりしよう） 

○関係諸機関 

 ・病院（耳鼻科・発達外来、PT・OT等） 

 ・保健所  保健センター 市役所 

・通園施設 デイサービス 保育園 

○定期的な相談   

 ・個別の相談  ・訪問相談 

 ・集団活動(0 歳児 1歳児 2歳児) 

 ・保護者学習会 

 

○幼稚部へ入学 ○幼稚園・保育園へ入学 

 または通園施設に通いながらろう学園の教育相談を受ける。 

○来校相談 

○相談受付（電話・メール） ○他機関へ紹介 

修了 

連携 
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 ⑶ 乳幼児教育相談で大切にしていること 

   ①保護者支援のあり方を検討し、充実を図る。 

   ②視覚的な手段を大切にしたコミュニケーションに努める。 

   ③乳幼児一人一人の特性に応じた保育・相談活動に努める。 

   ④快適な聞こえについて相談する。 

   ⑤他機関との連携を図る。 

 ⑷ 乳幼児教育相談の内容 

   ①保護者に対する内容 

    ア 聴覚に関すること（聞こえにくさの理解、補聴器・人工内耳） 

    イ 乳幼児の全面的な発達を促す内容 

    ウ コミュニケーションや手話に関すること 

    エ 視覚的手段に関すること（写真・実物・絵の活用など） 

    オ 福祉に関すること 

    カ 家庭生活、育児に関すること 

   ②乳幼児に対する内容 

    ア 生活・遊びなど、全面的な発達を促す内容 

    イ コミュニケーション（楽しく分かり合える手段・工夫・言語の基礎） 

    ウ 聴力測定・補聴器の調整など、聴覚の活用に関すること 

 ⑸ 諸機関との連携 

   病院では、難聴と診断すると療育機関を紹介する。県内には聴覚障害特別支援学校の他に、 

  難聴児通園施設が１箇所、聴能訓練機関が２箇所ある。病院でも少数の対応ではあるが、補聴 

  器外来や言語訓練室を設け、療育を行っている。学校は、保護者が機関を選択、変更、移行す 

  る時につなぎ役として、乳幼児や保護者にとって長期的な展望に立った最適な環境を提供でき 

  るよう努めている。 

 ⑹ センター的機能に関する事業 

   ①難聴児早期発見連絡会議 

     通学区域内の保健所や、保健センターの保健師を対象とした理解啓発に向けた幼稚部教 

    育の概要説明を含めた保育見学会、乳幼児教育相談の内容報告、聞こえにくさの体験、聴 

    力検査室を中心とした施設の案内、耳鼻科医師による講演を行っている。 

   ②難聴乳幼児諸機関担当者会  

     県内にある難聴乳幼児の医療や、療育、教育などの１１の機関が年３回会合し、難聴乳 

    幼児に関係する事例の報告や情報交換を行っている。 

   ③公開講座（支援部主催）          

     保育園、通園施設などを対象に難聴乳幼児に対する支援方法などの理解啓発や手話に 

    係る講座を開いている。 

   ④訪問相談  

     現在、相談中のお子さんが通っている療育機関及び保育園を訪問し、難聴理解のた

めの支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 聴覚障害特別支援学校幼稚部における学びに応じた実践事例                          

保護者に限らず、保育関係者、病院、施設関係者からの相談も受け付けております。聞こえ方や子育てに

関する相談は、下記までお気軽にご相談ください。 

           特別支援学校大宮ろう学園幼稚部 教育相談 

           電話 ０４８（６６３）７５２５   Fax ０４８（６６０）１９０６ 

          Mail sien@ohmiya-sd.spec.ed.jp URL http://www.ohmiya-sd.spec.ed.jp 
 

         特別支援学校坂戸ろう学園幼稚部 教育相談 

           電話 ０４９（２８１）０１７４   Fax ０４９（２８３）９８９９ 

          Mail sodan@sakado-sd.spec.ed.jp URL http://www.sakado-sd.spec.ed.jp/ 

 
 

 

 

mailto:sien@ohmiya-sd.spec.ed.jp
http://www.ohmiya-sd.spec.ed.jp/
mailto:sodan@sakado-sd.spec.ed.jp
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  ⑴ 聴覚障害特別支援学校の年間指導計画例  
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3
月

）

・
ひ

な
ま

つ
り

　
週

間
・

お
別

れ
会

・
修

了
式

・
発

育
測

定
・

尿
検

査

・
体

重
測

定
・

避
難

訓
練

・
内

科
検

診
・

眼
科

検
診

・
心

臓
検

診
・

学
校

公
開

・
歯

科
健

診
・

耳
鼻

科
検

診

・
体

重
測

定
・

発
育

測
定

・
体

重
測

定
・

就
学

入
学

に
関

す
る

　
情

報
提

供
及

び
相

談

・
青

空
お

べ
ん

と
う

　
給

食
・

学
校

公
開

・
避

難
訓

練

・
体

重
測

定
・

シ
ェ

フ
給

食
・

発
育

測
定

・
授

業
参

観
・

体
重

測
定

・
入

学
相

談
・

体
重

測
定

・
こ

い
の

ぼ
り

・
お

別
れ

会
の

プ
レ

　
ゼ

ン
ト

・
ぬ

た
く

り

・
母

の
日

の
プ

レ
ゼ

ン
ト

・
遠

足
・

運
動

会
の

絵

・
自

分
の

顔
・

ざ
り

が
に

の
観

察
画

・
父

の
日

プ
レ

ゼ
ン

ト
・

七
夕

か
ざ

り

・
祖

父
母

へ
の

手
紙

の
　

郵
送

・
リ

サ
イ

ク
ル

品
で

作
　

る
（

自
由

作
　

お
店

屋

　
さ

ん
）

・
ミ

ニ
運

動
会

看
板

（
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
）

・
指

先
で

の
物

作
り

（
糸

通
し

・
編

み
物

）
・

リ
サ

イ
ク

ル
品

で
　

作
る

（
自

由
作

　
お

　
店

屋
さ

ん
）

・
木

の
実

や
葉

で
作

る

・
粘

土

・
リ

サ
イ

ク
ル

品
で

作
る

（
自

由
作

　
お

店
屋

　
さ

ん
）

・
リ

ー
ス

作
り

・
折

り
紙

・
リ

サ
イ

ク
ル

品
で

　
作

る
（

自
由

作

　
お

店
屋

さ
ん

）

・
も

ち
つ

き
会

の
看

板
・

た
こ

あ
げ

・
カ

ル
タ

作
り

・
書

き
初

め

・
鬼

の
お

面
、

豆
入

れ
箱

・
お

ひ
な

さ
ま

・
３

年
生

へ
の

プ
レ

ゼ
　

ン
ト

作
り

製 作絵 本 自 立 活 動

歌 ・ リ

ズ ム各 学 期 の 目 標 行 事 遊 び こ と ば健 康 畑

・
自

然
に

関
す

る
絵

本
（

雪
　

こ
お

り
　

野
菜

　
果

物
　

鳥
　

冬
　

春
）

・
行

事
に

関
す

る
絵

本
（

も
ち

つ
き

　
豆

ま
き

　
ひ

な
ま

つ
り

　
成

長
）

・
も

の
が

た
り

平
成

○
○

年
度

　
幼

稚
部

年
間

指
導

計
画

　
　

【
学

級
名

：
一

般
学

級
（

年
中

）
】

１
学

期
２

学
期

３
学

期

・
友

達
と

思
い

を
伝

え
合

い
、

友
達

の
思

い
に

気
づ

い
た

り
、

共
感

し
な

が
ら

遊

　
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

・
生

活
や

遊
び

の
決

ま
り

を
知

り
、

３
年

生
に

な
る

期
待

や
喜

び
を

も
つ

。

・
ど

ろ
ん

こ
遊

び
・

集
団

遊
び

（
ド

ッ
ジ

ボ
ー

ル
　

サ
ッ

カ
ー

　
か

け
っ

こ
　

サ
ー

キ
ッ

ト
）

・
水

遊
び

・
プ

ー
ル

・
泡

あ
そ

び
・

固
定

遊
具

遊
び

・
イ

メ
ー

ジ
遊

び
（

季
節

の
行

事
、

遠
足

に
む

け
て

等
）

・
砂

・
ど

ろ
ん

こ
遊

び
・

泡
遊

び
・

集
団

遊
び

（
大

縄
跳

び
・

ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

・
サ

ッ
カ

ー
）

・
固

定
遊

具
遊

び
・

イ
メ

ー
ジ

遊
び

（
季

節
の

行
事

、
遠

足
、

あ
ゆ

み
祭

に
向

け
て

等
）

・
正

月
遊

び
　

固
定

遊
具

　
ま

ま
ご

と
　

ご
っ

こ
遊

び
・

集
団

遊
び

（
鬼

ご
っ

こ
　

劇
遊

び
）

・
運

動
（

大
縄

　
短

縄
　

ボ
ー

ル
　

鉄
棒

　
マ

ラ
ソ

ン
）

・
イ

メ
ー

ジ
遊

び
（

季
節

の
行

事
、

遠
足

、
あ

ゆ
み

祭
に

向
け

て
等

）

・
生

活
の

流
れ

が
わ

か
り

、
自

分
か

ら
進

ん
で

行
動

　
し

よ
う

と
す

る
。

・
友

達
や

年
上

の
の

友
だ

ち
に

関
心

を
持

ち
な

が

　
ら

、
一

緒
に

遊
ぶ

楽
し

さ
を

味
わ

う
。

・
畑

の
植

物
に

関
心

を
も

ち
世

話
を

す
る

。

・
新

し
い

生
活

の
仕

方
が

分
か

り
、

で
き

る
こ

と
は

　
自

分
で

や
ろ

う
と

す
る

。

・
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

を
見

つ
け

て
遊

ぶ
楽

し
さ

　
を

感
じ

る
。

・
季

節
の

植
物

や
生

き
に

触
れ

、
関

心
や

愛
情

を

　
も

つ
。

・
身

の
回

り
の

こ
と

を
自

分
か

ら
進

ん
で

行
お

う
と

　
す

る
。

・
友

達
と

関
わ

り
を

も
つ

中
で

、
一

緒
に

遊
ぶ

楽
し

　
さ

や
相

手
の

気
持

ち
を

受
け

入
れ

よ
う

と
す

る
。

・
季

節
の

植
物

に
触

れ
て

遊
ん

だ
り

、
収

穫
を

楽
し

　
む

。

・
気

温
の

変
化

に
応

じ
た

生
活

の
仕

方
を

身
に

付
け

　
る

。

・
友

達
や

他
学

年
の

友
だ

ち
と

の
関

わ
り

を
深

　
め

、
い

ろ
い

ろ
な

遊
び

や
活

動
を

十
分

に
楽

し

　
む

。

・
自

然
や

行
事

に
関

心
を

も
ち

、
工

夫
し

な
が

ら

　
遊

び
に

取
り

入
れ

よ
う

と
す

る
。

・
ご

っ
こ

遊
び

な
ど

を
通

し
て

、
周

囲
の

人
の

表
現

を
見

る
中

で
、

様
々

な
表

現
方

法
に

興
味

を
持

つ
。

・
自

分
の

思
い

や
考

え
を

言
葉

で
表

現
し

、
友

だ
ち

の
考

え
を

受
け

入
れ

る
。

・
自

分
が

経
験

し
た

こ
と

や
興

味
の

あ
る

こ
と

を
手

話
等

で
伝

え
、

教
師

や
友

達
と

の
や

り
と

り
を

楽

　
し

む
。

・
ひ

ら
が

な
や

指
文

字
に

興
味

を
持

つ
。

・
絵

本
や

図
鑑

な
ど

を
自

分
で

見
た

り
、

調
べ

た
り

し
て

楽
し

む
。

・
相

手
の

説
明

を
よ

く
見

て
、

理
解

し
よ

う
と

す
る

。
・

自
分

や
友

達
の

名
前

の
ひ

ら
が

な
が

わ
か

る
。

・
も

の
の

名
前

に
興

味
を

も
つ

。

・
自

然
に

関
す

る
絵

本
（

野
菜

　
虫

　
魚

　
春

　
夏

　
雨

）
・

行
事

に
関

す
る

絵
本

（
運

動
会

　
山

登
り

　
は

み
が

き
・

か
ら

だ
）

・
も

の
が

た
り

・
自

然
に

関
す

る
絵

本
（

野
菜

　
木

の
実

　
虫

　
秋

　
冬

）
・

行
事

に
関

す
る

絵
本

（
運

動
会

　
サ

ン
タ

ク
ロ

ー
ス

　
お

月
見

）
・

も
の

が
た

り

・
プ

リ
ン

山
公

園
　

・
溝

端
公

園
・

買
い

物
体

験
・

稲
荷

久
保

公
園

　
・

芦
山

公
園

・
買

い
物

体
験

　
・

季
節

野
菜

の
栽

培
（

サ
ツ

マ
イ

モ
、

に
ん

じ
ん

等
）

・
水

や
り

、
収

穫
・

季
節

野
菜

の
栽

培
（

そ
ら

ま
め

、
た

ま
ね

ぎ
、

き
ゅ

う
り

、
ト

マ
ト

等
）

・
水

や
り

、
収

穫
、

調
理

・
手

話
、

身
振

り
、

口
話

を
楽

し
む

。
ま

た
、

指
文

字
で

伝
え

ら
れ

る
こ

と
を

知
る

。
・

自
分

の
好

き
な

遊
び

や
活

動
を

楽
し

む
だ

け
で

な
く

、
苦

手
な

こ
と

も
挑

戦
し

よ
う

と
す

る
。

・
生

活
の

中
の

文
字

や
数

字
、

物
の

名
前

に
気

づ
き

、
ひ

ら
が

な
や

数
字

に
も

興
味

を
持

つ
。

・
自

分
や

身
近

な
人

と
の

具
体

的
な

経
験

に
つ

い
て

の
話

の
理

解
が

で
き

、
自

分
か

ら
も

様
々

な
　

表
現

（
手

話
、

身
振

り
等

）
で

伝
え

る
。

・
集

団
活

動
へ

の
参

加
の

仕
方

と
ル

ー
ル

を
理

解
す

る
。

・
言

葉
に

興
味

を
持

ち
、

指
文

字
で

読
も

う
と

す
る

。

・
「

い
つ

」
「

ど
こ

」
「

だ
れ

」
「

な
に

」
な

ど
の

質
問

に
応

え
ら

れ
る

。

・
様

々
な

遊
び

（
イ

ス
取

り
ゲ

ー
ム

、
鬼

ご
っ

こ
、

フ
ル

ー
ツ

バ
ス

ケ
ッ

ト
等

）
を

　
ル

ー
ル

を
守

り
な

が
ら

、
友

達
と

楽
し

く
活

動
す

る
。

・
手

話
歌

（
季

節
の

歌
、

帰
り

の
会

）
・

リ
ト

ミ
ッ

ク
・

表
現

（
劇

ご
っ

こ
・

ダ
ン

ス
）

・
手

話
リ

ズ
ム

・
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
表

現
（

劇
ご

っ
こ

・
ダ

ン
ス

）

・
手

話
歌

（
季

節
の

歌
、

帰
り

の
会

）
・

リ
ズ

ム
・

ダ
ン

ス

個 別 学

習
・

こ
と

ば
　

か
ず

　
　

・
運

動
（

身
体

の
使

い
方

、
体

幹
運

動
遊

び
等

）
・

絵
日

記
　

・
概

念
形

成
　

・
か

た
ち

　
・

描
画

　
・

感
覚

遊
び

・
こ

と
ば

　
か

ず
　

　
・

運
動

（
身

体
の

使
い

方
、

体
幹

運
動

遊
び

等
）

・
絵

日
記

　
・

概
念

形
成

　
・

か
た

ち
　

・
描

画
　

・
感

覚
遊

び
・

こ
と

ば
　

か
ず

　
　

・
運

動
（

身
体

の
使

い
方

、
体

幹
運

動
遊

び
等

）
・

絵
日

記
　

・
概

念
形

成
　

・
か

た
ち

　
・

描
画

　
・

感
覚

遊
び

散 歩

・
芦

山
公

園
　

・
休

壺
寺

公
園

・
シ

ー
ソ

ー
公

園
・

芦
山

公
園

　
・

買
い

物
体

験
・

休
壺

寺
公

園
・

薬
師

公
園

　
・

溝
端

公
園

・
買

い
物

体
験
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 ⑵ 聴覚障害特別支援学校の日案例     

   ４歳児（一般学級） 日案                    担任 ○○ ○○ 

〇月〇日（〇曜日） 

ね 

ら 

い 

・季節を感じながら、体を思い切り動かして遊ぶ。 

（知識・技能の基礎） 
評

価 

全員が元気に登校し、自由遊びでは友達
を誘い合って、他のクラスの幼児も含め
て「こおりおに」を楽しんだ。劇遊びで
は、一人一人が台詞や表現方法を考えて
発表することができた。友達が表現して
いる時には、楽しそうな表情でよく見て
いた。今後は、活動の振り返り発表の内
容を豊かにしていけるようにしていきた
い。準備や片付けは、友達と一緒に速さ
を競い合いながら行っている。 

・自分の考えや思いを表現し、相手に伝わる楽しさや嬉しさを味わう。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・準備や片付けなど、生活に必要なことを自ら進んで行う。 

（学びに向かう力・人間性等） 

物 

的 

環 

境 

の 

構 

成 

 

 

 

 

 

①自由遊び ②学年、学級活動 

屋外 

 

 

 
 

・固定遊具（すべり台、ブラ

ンコなど） 
・砂場 
・おにごっこ 
・リレーごっこ 
・落ち葉遊び    
・築山でそりすべり  など 

室内 

 

 
 
 

 

・絵本 
・リサイクル材料を使った製作 
・絵を描く 
・ブロックやパズル 
・おままごと 
・どんぐり遊び   など 

 

 

 

 

 

創作劇遊び「三びきのやぎのがらがらどん」 
（登場人物）やぎ、トロル 
（内容）お腹を空かせたやぎたちは山へ草を食べに 

行く。その途中の橋の下には、渡るやぎを食べ 
ようとする恐ろしいトロルがいる。やぎはトロ 
ルとやりとりをして橋を渡る。（最後のやぎが 
トロルを倒す。）最後はみんなが無事に橋を渡 
りきり、山で草を食べる。 

（ねらい）劇遊びを楽しみ、やぎとトロルとのやりと
りの場面を自分なりに考えて表現しよう。（豊か
な感性と表現、言葉による伝え合い、思考力） 

 

 

  

 

時間 幼児の活動 教師の指導と支援 配慮事項 指導の関連性 

9:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●登校する。 

●挨拶をする。 

●かばんの所持品を所定の

場所に置く（水筒 タオル  

 連絡ファイル 給食着）。 

●日付を確認し、カレンダー 

 にシールを貼る。 

◆元気に挨拶を交わす。 

◆所持品を所定の場所に置けるよう個

に応じた言葉かけをする。 

 

◆絵カード等を使い、カレンダーに 

 日付や曜日等のシールが貼れるよう 

 言葉かけをする。（できるだけ一人で

シールが貼れるよう個に応じた支援

をする。） 

 

 

 

 

 

 

 

○声の大きさや、教室の明るさに配

慮する。 

○保護者から家での様子や体調を聞

き、幼児の状態を把握する。 

○連絡ファイルに目を通し、内容を

把握する。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

★人間関係の 

 形成 

■人間関係 

◎数量・図形、

文字等への関

心・感覚 

●好きな遊びをする（自由遊 

 び）。 

 

◆やりたい遊びを見つけられるような

言葉かけをする。 

◆友達のやっている遊びにも関心を向

けたり、ルールを守って遊ぶように

支援する。 

◆安全に遊べるように、個に応じて声

をかける。 

◆おにごっこなどのルールのある遊び

では、教師も幼児と一緒に楽しみな

がら参加し、教師の動きや言葉でル

ールを確かめられるようにする。 

◆友達とのやりとりの中で、伝え合い

が不十分な時や互いの主張がぶつか

る時は、一人一人の気持ちを受け止

めながら、お互いの思いや考えを表

現し伝え合えるようにする。 

○幼児の興味・関心を把握する。 

 

○固定遊具では、順番を守る、交換

するなどのルールを守って遊べる

ように支援をする。 

○ケガのないように安全に気を配

る。 

○おにごっこでは、おにが誰なのか

が分かるように、お面などを用意

しておく。（「こおりおに」では、

こおっている時のポーズを確認す

る。） 

 

○落ち葉や気候の変化にも気づける

ような言葉かけを心がける。 

★健康の保持 

★人間関係の

形成 

★環境の把握 

★身体の動き 

★コミュニケーシ

ョン 

■人間関係 

■健康 

◎健康な心と

体 

◎協同性 

◎道徳性・規範

意識の芽生

え 

★自立活動

６区分 

■幼稚園教育

要領５領域 
◎幼児期の 

 終わりま 

 でに育っ 

 てほしい 

 １０の姿 

 

（健康な心と体、言葉による伝え合い、自然との関わり生命尊重、協

同性、豊かな感性と表現） 
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10:50 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:00 

 

  

 

 
11:15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
13:00 

 

 

 

 

 
 

13:10 

 

 

 

 

 

 

 
13:30 

●遊びを終わりにして片付

けをする。 

●手洗いうがい、水分補給、

排泄をする。 

◆遊びの時間が終了したことを伝え、

遊びに使った物を一緒に片付ける。 

◆手洗いやうがいを丁寧にするよう声

をかける。 

◆補聴器や人工内耳の状態を確認し、

汗でぬれている時は汗を拭きとり、

必要に応じて補聴器用乾燥機又は人

工内耳用乾燥機に入れる。 

○遊びに使った物を（写真カードを

手掛かりにするなど）所定の場所

へ戻すよう声をかける。 

○手を石鹸できれいに洗うよう言葉

かけをする。並ぶ順番を守ること

の大切さを伝える。 

○衣服の汚れを見て、必要な幼児に

は着替えるように声をかける。 

★健康の保持 

■健康 

◎社会生活と

の関わり 

●朝の会をする。 

 挨拶、名前呼び、日付、曜

日、天気、今日の予定 

 

◆朝の会の進行役や話している幼児に

注目するように支援する。 

◆名前呼びは、呼名の他に簡単なクイ

ズ（洋服の色、絵柄等）を入れなが

ら行う。 

○イスを馬蹄形にし、お互いを見合

えるようにする。 

○教室の明るさに配慮する。 

 

●創作劇遊びをする。 

 

・絵本の読み聞かせ 

 

・前回の劇遊びの振り返り 

 

・登場人物の確認と役決め 

 

・役のお面をかぶっての劇 

 遊び 

 

 ・橋（平均台）を渡る時の

トロルとのやりとりを

考えて発表 

 

 ・自分の考えた方法で表現

しながら劇遊び 

 

 ・劇遊びを振り返り、感想

やがんばったことの発

表 

◆絵本「三びきのやぎのがらがらどん」

の読み聞かせを行う。 

◆前回の幼児の動きや表現で良かった

点、面白かった点を伝えながら、劇

遊びの内容や流れを確認する。 

◆役決めでは、自分のやりたい役に手

を挙げるように伝える。役が重なっ

た時は、どうやって決めたら良いか

幼児の考えを聞き相談して決める。

（幼児からはじゃんけん、くじ引き

が出てくると予想される。） 

◆はじめに教師が流れを作り、繰り返

しの台詞や動き、表現を楽しみなが

ら、劇あそびができるようにする。 

◆劇の見せ場であるやぎとトロルのや

りとりの場面に注目し、どうやった

ら橋を渡れるかを考えるように促す

（食べ物を渡す、じゃんけん、気を

そらすなどは出でくると予想され

る）。出て来ない時には、友達の意見

を参考にしたり、普段の遊びの中で

使っている物や方法をヒントにした

りして提案する。 

◆劇遊びでは友達の動きや表現もよく 

 見るよう支援する。 

◆一人一人が感想や頑張ったことを発

表できるように、一緒に劇遊びを振

り返る。 

○絵本は、登場人物の繰り返しのセ

リフや動き等を一緒に真似しなが

ら楽しく読み進める。 

 

○役のお面、カード、絵本など場面

と登場人物を結びつけながら活動

できるようにする。 

 

○橋に見立てる平均台は、２台並べ

て幅を広くし渡りやすくする。橋

を渡るやぎとトロルとのやりとり

を見やすくするために置く位置に

気を配る。平均台の下には川に見

立てた青いマットを敷き、万が一

落ちても大丈夫なようにする。 

 

○安全に配慮しながら行う。 

 

○幼児の動きや表現をよく見なが

ら、必要に応じて教師がモデルと

なって、幼児と一緒に行う。 

 

○お互いが発表を見合い、自分とは

別の意見や考えがあることに気付

き、知ることができるようにする。 

 

 

★人間関係の

形成 

★環境の把握 

★コミュニケ

ーション 

■言葉 

■人間関係 

■表現 

◎思考力の芽

生え 

◎数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

◎言葉による

伝え合い 

◎豊かな感性と

表現 

●給食の準備をする。 

 

●給食を食べる。 

 

 

 

●食器などを片付ける。 

 

●歯みがきをする。 

◆手洗い、うがいをするよう声をかけ

る。 

◆幼児が自分でよそえるように、配膳

の補助をする。 

◆楽しく食べられるような言葉かけを

しながら一緒に食べる。 

◆自分の食器やエプロンやランチョン

マットを片付けるよう支援する。 

◆丁寧に歯を磨くように見本を示した

り、言葉かけをしたりする。 

○順番を守ることの大切さを伝え

る。 

○給食のおかずは、必要に応じて刻

みバサミで適切な大きさに切る。 

○食材についての話をする等して楽

しく食事ができる雰囲気を作る。 

○苦手なものも、友達や教師と励ま

し合いながら挑戦してみようとす

る気持ちを育てる。 

○安全に配慮する。 

★健康の保持 

★環境の把握 

■環境 

■健康 

◎健康な心と

体 

●帰りの準備をする。 

 自分の所持品をかばんに 

 入れる。 

●排泄をする。 

◆自分の所持品をかばんに入れるよう

支援する。 

◆配布物（お手紙）は二つ折りにして

ファイルに入れるように声をかけ

る。 

 

○忘れ物がないか確認する。 ★環境の把握 

■環境 

◎数量・図形、

文字等への関

心・感覚 

◎健康な心と

体 

●帰りの会をする。 

・絵本の読み聞かせ 

・一日の活動の振り返り 

・翌日の予定の確認。 

・挨拶 

 

◆一日の遊びや活動などを振り返り、

幼児一人一人が楽しかったことを発

表できるようにする。 

◆発表している幼児に注目するよう声

をかける。視覚的なカードなどを活

用する。 

◆次の日の活動を楽しみにできるよう

にする。 

○イスを馬蹄形にし、お互いを見合

えるようにする。 

○教室の明るさに配慮する。 

○翌日の予定を伝えて、期待が持て

るようにする。 

★人間関係の

形成 

■人間関係 

■表現 

◎協同性 

◎言葉による伝

え合い 

●保護者などと下校する。 ◆保護者に子供の一日の様子を伝え

る。 

◆翌日の活動を知らせる。 

○保護者と成長を共有し合う。  

※絵本出典：「（ノルウェーの昔話）三びきのやぎのがらがらどん」（福音館書店）マーシャ・ブラウン絵／瀬田貞二訳 
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⑶ 聴覚障害特別支援学校の指導案例 
 

聴覚障害特別支援学校幼稚部 学級活動（朝の会） 指導案 

 

 

１ 日時・場所   平成○年○月○日 ９：１５～９：３０  幼稚部重複○○教室（３,４,５歳児） 

 

２ 活動設定の理由  

  朝の会においては、２学期に入り、一日の始まりに期待感を持っている姿が見られるようになった。 

 次の課題として幼児同士でよりよいコミュニケーションを図り、友達と関わり合おうとする気持ちを育 

 てていきたいと考える。 

  紙皿シアターは見て変化を楽しみながら、友達との関わりを深められる教材である。一日の始まりで 

 ある朝の会で友達との関わりについて期待感をもち、友達と自ら関わろうとする気持ちを育てていきた 

 いと考え、本活動を設定した。 

 ※本活動で前提とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 【人間関係】（７）友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。 

 【 言葉 】（５）生活の中で必要な言葉が分かり、使う。 

 

３ ねらい   

共通目標 

・元気に挨拶をする。（知識・技能の基礎） 

・紙皿シアターを見て、意欲的に呼名に応える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・友達や教師と一緒に活動する楽しさや心地よさを感じる。（学びに向かう力・人間性等） 

個人目標Ａ 
４歳児・重複学級 
聴力（右１００・左１１０） 

・紙皿シアターを見て、紙皿の変化を想像しながら楽しむ。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・当番の仕事に意欲的に取り組む。（学びに向かう力・人間性等） 

個人目標Ｂ 
３歳児・重複学級 
聴力（右９５・左９０） 

・挨拶を手話でゆっくりと大きく表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達からの呼びかけなど、友達の動きに視線を向ける。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・紙皿シアターに期待感を持ち、注目する。（学び向かう力・人間性等） 

個人目標Ｃ 
５歳児・重複学級 

聴力（右６０・左７０） 

・紙皿シアターに触れたり、近くで見たりすることで、意識することができる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

・自分の顔や友達の顔写真を見て、手を伸ばしたり表情で表したりする。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

４ 展 開 

時間 幼児の活動 教師の指導と支援 準備等 

１０分 

 

 

 

 

 

〇今日の当番を確認する。 

○当番が前ではじめの挨拶をする。 

「おはようございます。これから朝の

会をはじめます。」 

 

○今日の日付を確認する。 

〇当番は日付カードと活動カードを友

達や教師と確認しながらホワイトボ

ードに貼る。 

 

 

〇当番は自分の席に戻る。 

○注目しているか確認して始める。 

〇手話をゆっくり大きく表現する。 

○当番に視線が向くよう支援をする。 

 

 

〇当番の進行を支援する。当番は、カー 

 ドを友達や教師に示しながらホワイト 

 ボードに貼るようにする。 

〇今日の活動カードを提示し、一つ一つ丁

寧に、いつ、どこで、だれと、なにをす

るなど、丁寧に説明する。 

〇幼児に質問をしたり、確認をしたりす

る。友達にも視線がいくよう支援する。 

当 番 写

真 カ ー

ド 

 

当 番 の

言 葉 カ

ード 

 

日 付 カ

ード 

 

ホ ワ イ

ト ボ ー

ド 

 



- 35 - 

 

５分 

 

 

〇紙皿シアターを見る。 

〇紙皿が回転する度に、顔写真が変化

することに気が付く。 

 

 

 

 

〇自分の名前が呼ばれたら手を挙げて

返事をしたり、顔を上げたりする。 

〇欠席の幼児を全員で呼名する。 

 

 

〇当番が終わりの挨拶をする。 

「これで朝の会を終わります。」 

 

 

〇紙皿シアターを提示し、幼児同士で始ま

る期待感が高められるよう支援する。 

〇幼児の状況に合わせて、紙皿を目の前に

提示したり、手で触れられたりするな

ど、興味関心が高められるよう支援す

る。 

 

○幼児同士で楽しさを共感し合うよう支

援する。 

○欠席の幼児の呼名をする際には、全員で 

 同時に呼べるよう「せーの」と掛け声を 

 する。 

〇それぞれ椅子を片付けるように伝える。 

 ※自立活動の内容に関連する事項 

 （３）人間関係の形成 

 エ 集団への参加の基礎に関すること。 

紙 皿 シ

アター 

 

 

 

５ 評価 

（１）本時の評価 

全体の評価 
・自分の顔写真がある紙皿シアターを楽しく活動することができた。 

・紙皿シアターを幼児が自分から取り組もうとすることできた。                    

個人評価Ａ 
・当番が自分の役割だと分かって活動できた。 

・紙皿シアターは見るだけでなく、動かしてみたいという気持ちを持つことができた。 

個人評価Ｂ 
・紙皿シアターでは、自分や友達の顔写真に注目することができた。 

・当番や教師の呼びかけに応じることができた。 

個人評価Ｃ 
・目の前に提示された紙皿シアターに注目することができた。 

・紙皿シアターに手を伸ばすことができた。 

 

（２）次の授業の改善点  

全体の改善点 ・幼児が活動全体の動きに合わせて動けるよう支援をする。 

個人の改善点Ａ ・紙皿シアターを自分で動かせるよう支援をする。 

個人の改善点Ｂ ・友達に視線が向き、友達の動きに応じられるよう支援をする。 

個人の改善点Ｃ ・紙皿シアターの動きに注目し、その動きの変化を楽しめるよう支援をする。 

 

※本活動における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連 

（９）言葉による伝え合いを歌う。  先生や友達と心を通わせ、言葉でのやりとりを楽しむ。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚部 学年・学級活動（リズム遊び）指導案 

 

１ 日時・場所  平成○年○月○日 １１：００～１１：３０    遊戯室 

 

２ 活動設定の理由 

  日常生活で使う簡単な手話を覚えられるように手遊び歌などで楽しく活動している。今後は、友達同

士での言葉でのやりとりにつなげていけるようにしていきたいと考えている。また、日本語にリズムが

あるのと同じように、手話にも指を揺らしたり止めたり、振る回数を意識したりするなどのリズムがあ

る。速く、またはゆっくり表したり、友達と合わせたりするなどして、体全体でリズムを感じて表現す

ることの楽しさを味わってほしいと考える。自分が表現して伝えることだけではなく、友達の表現して

いる様子を見ることにも関心を持ってほしいと考え、本活動を設定した。 

 ※本活動で前提とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 【表現】（８）自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味わう。 

 【言葉】（８）いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする。 

 【人間関係】（７）友達のよさに気付き、一緒に活動する楽しさを味わう。 

 

３ ねらい   

共通目標 

・日常生活で使用する簡単な手話表現を知る。（知識・技能の基礎） 

・表現することの楽しさを知る。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・意欲的に体を動かし、友達と一緒に活動する楽しさを味わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人目標Ａ 
４歳児・重複学級 
聴力（右 100左 90） 

・教師の手の形をよく見て、細かく模倣する。（知識・技能の基礎） 

・友達や教師の表現方法を見て、いろいろな表現のイメージを膨らませる。（思考力・判断

力・表現力の基礎）                      

個人目標Ｂ 

５歳児・重複学級

人工内耳 

・生き物の絵カードを見て、自分なりのイメージで身体を動かす。（思考力・判断力・表現

力の基礎）                     

・友達と共にフープを持ち、一緒に活動する楽しさを味わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人目標Ｃ 

４歳児・重複学級 

聴力（右 95左 90） 

・動物になりきり、身体を大きく動かして表現する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・自分から意欲的に友達と関わり、一緒に活動する楽しさを味わう。（学びに向かう力・人

間性等） 

個人目標Ｄ 

５歳児・重複学級 

聴力（右 50左 60） 

・歌やリズムに合わせて、手話や身振りで表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達の表現に興味を持ち、動きのイメージを膨らませる。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人目標Ｅ 

５歳児・重複学級 

人工内耳 

・絵カードや友達の動きを見て、イメージを膨らませ、身体を動かす。（思考力・判断力・

表現力の基礎） 

・友達の様子や活動に興味を持ち、参加しようとする。（学びに向かう力・人間性等） 

 

４ 展 開 

時間 幼児の活動 教師の指導と支援 準備

等 

 ○「握手でこんにちは」の歌に合わせた 

表現をする。 

○日常で使用する簡単な手話を知る。 

○友達と向き合い、お話しをする。 

 

○友達と一緒に行うことを意識できるよう支援 

 する。 

○手話が理解できるよう、見本ではゆっくり手 

を動かす。 

※自立活動の内容に関する事項 

（６）コミュニケーション 

 ア コミュニケーションの基礎的能力に関す 

   ること。 

 

 

ＭＴ Ｅ 

Ｄ Ｃ 

Ｂ Ａ 
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１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

○「いきものになろう！」のリトミック

をする。 

例※ぞう『ドーン、ドーン（ゆっくり２

本足で歩き、腕をふる）』 

  くま『ドン、ウン、ドン、ウン（４

本足で休みながら歩く）』 

  かに『タンタンタンタン（横向きで

片足ずつ出しながら歩く）』 

  かえる『タタン、タタン（両手両足

を使いかえる跳びをする）』 

  どんぐり『トトトトトトト（両腕を

伸ばして寝転がり横回転する）』 

○手話表現だけでの理解が難しい幼児には、絵カ

ードに注目できるよう声かけをする。 

○見本では、大きく身体を動かして表現し、幼児

のイメージを引き出すよう支援する。 

○幼児が自由に表現できることを大切にした 

 支援をする。 

 

○「ぐるぐる まわれ」の歌に合わせて

友達と一緒に動く。 

○歌い終わりは電気を消して暗くする合

図で、みんなで一緒に床に寝る。 

○友達と一緒にフラフープをもち、友達と動きを

合わせて回るよう支援する。 

※自立活動の内容に関する事項 

 ３ 人間関係の形成 

（４）集団への参加の基礎に関すること。 

○終わりの挨拶をする。 ○楽しく活動できたことを振り返る。それぞれの

幼児の良かった点を褒める。 

 

５ 評価の観点 

（１）本時の評価 

全体評価 

音の振動や光の点滅を合図に、曲のリズムに合わせて動くことができた。生き物の表現や手

遊び歌は、自分から意欲的に取り組む姿が見られた。繰り返し行っている活動であるため、

見通しがもて、友達と一緒に楽しい雰囲気の中で取り組めるようになってきた。 

個人評価Ａ 
教師の手の形に注目し、自分から進んで手話表現をすることができた。友達の表現する様子

に注目し、いろいろな表現方法を考えることができた。                       

個人評価Ｂ 
絵カードからイメージを膨らませ、自分なりの表現で楽しく体を動かすことができた。友達

と一緒にフープを持ち、一緒に活動する楽しさを味わうことができた。                      

個人評価Ｃ 

動物の表現では、それぞれの特徴をよくつかみながら動物に成りきって体を動かしていた。

フラフープを使っての活動では、友達の動きに合わせて速さを調節しながら回る姿が見られ

た。すべての活動に集中して参加することができた。 

個人評価Ｄ 
手遊びが始まると、歌に合わせて自分から表現を楽しむ姿が見られた。手の位置や向きなど、

意欲的に模倣をしようとしており、リズムに合わせて取り組むことができた。 

個人評価Ｅ 
好きな活動（リトミック、ぐるぐるまわれ）では、自分から参加しようとする姿が見られた。

少し離れた場所からではあったが、友達の様子に注目し、楽しんで体を動かすことができた。 

（２）次の授業の改善点 

全体の改善点 
幼児がいろいろな表現方法で楽しく参加できるように、一人一人が発表できる場を設け

るなど、幼児の表現やなりきった時の気持ちを全体にフィードバックする時間を作る。 

個人の改善点Ａ よりイメージが豊かになるように、言葉かけを工夫していく。                       

個人の改善点Ｂ 
興味・関心を引き出し、表現することへの意欲につなげるために楽しい活動を積み重ね

ていく。 

個人の改善点Ｃ 次の課題として手話の模倣を教師と一緒に確認しながらできるようにする。 

個人の改善点Ｄ 楽しんで活動に参加できているため、友達の動きに注目するよう支援をする。 

個人の改善点Ｅ 
見通しをもって安心して活動に参加できるよう絵カードなどを有効に活用する。また、

好きな活動を取り入れ、活躍できる場面を作る。 

※本活動における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連 

（９）言葉による伝え合い  簡単な手話表現による、友達とのやりとりや表現を楽しむ。 

（１０）豊かな感性と表現  いろいろな方法で表現することの喜びを知る。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚部 学年活動（絵本の読み聞かせ・ごっこ遊び） 指導案 

 

１ 日時・場所  平成○年○月○日  １１：３０～１２：００  幼稚部○年教室 

 

２ 活動設定の理由  

  本学級は、自分の気持ちを伝えたいという意欲の高い幼児が多く、幼児同士で関わり合うことを楽しん 

 でいる。体験活動においては、幼児同士で関わり合いながら、自分なりの工夫を交えて遊ぶような姿が見 

 られる。本学級は、読み聞かせを日常的に行っており、絵本に興味・関心をもつ幼児が多い。 

  本時は、幼児の多くが楽しみにしている遠足を題材とし、興味・関心が高い絵本を取り入れることによ 

 り、自分の気持ちを伝えたいという意欲や、幼児同士で関わり合うような力をさらに伸ばしていきたいと 

 考えている。 

 ※本活動で前提とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 【人間関係】（５）友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみを共感し合う。 

 

３ 本時の目標 

共通目標 

・絵本の内容を知る。（知識・技能の基礎） 

・登場する動物になりきって、友達や教師とのやりとりを楽しむ。（思考力・判断力・表現 

 力の基礎） 

個人目標Ａ 

３歳児 
聴力（右 118左 105） 

・絵本の内容を理解することができる。（知識・技能の基礎） 

・活動の流れに沿って友達や教師と一緒に楽しむことができる。（学びに向かう力・人間 

 性等） 

個人目標Ｂ 

３歳児 
聴力（右 132左 92） 

・絵本の内容や登場人物を理解することができる。（知識・技能の基礎） 

・順番を守るなど、友達の動きに合わせながら活動を楽しむことができる。（思考力・判 

 断力・表現力の基礎） 

個人目標Ｃ 

３歳児 
聴力（右 117左 124） 

・絵本の内容や登場人物を理解することができる。（知識・技能の基礎） 

・絵本に登場する動物を自分で選び、友達や教師とのやりとりを楽しむことができる。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

４ 展 開 

時間 幼児の活動 教師の指導と支援 準備等 

３分 〇集まって挨拶をする。 〇興味・関心がもてるよう遠足の写真を示

す。 

 

１０分 

 

〇絵本の読み聞かせ 

  

 

〇幼児が絵本の見える位置に座るよう 

 言葉かけをする。 

〇幼児と対話しながら絵本を読み進める。 

絵本 

「 う し ち ゃ

ん   

 え ん そ く 

わくわく」 

 

１５分 

 

 

 

 

〇遠足ごっこ 

 シーツ滑り、ボール投げ、なわとび 

 

〇安全に配慮をしながら遊具を配置する。 

〇幼児一人一人の理解状況に応じてそれ 

 ぞれの用具の扱い方の見本を示す。 

〇一人ずつ活動し、待っている幼児には、 

 他の幼児の活動に注目するよう言葉か 

 けをする。 

※自立活動内容に関連する事項      

（３）人間関係の形成          

 エ 集団への参加の基礎に関すること。 

・シーツ 

・ボール 

・かご 

・なわと 

 び 

 

 

２分 〇集まって挨拶をする。 〇次の日も同じ活動をすることを伝え、次

回も期待感がもてるような呼びかけを

する。 

 

 



- 39 - 

 

５ 評価の観点 

（１）本時の評価 

全体の評価 
・登場する人や動物の動きや、物語全体の流れを理解することができた。 

・友達や教師と一緒に楽しんで活動することができた。                

個人評価Ａ 
・絵本の内容を部分的に理解することができた。 

・友達や教師の動きに合わせながら自分がやりたいを活動を楽しむことができた。 

個人評価Ｂ 
・絵本の内容を概ね理解することができた。 

・友達や教師の動きに合わせながら、順番を守って活動を楽しむことができた。 

個人評価Ｃ 

・絵本の内容を絵や手話を交えながら概ね理解することができた。 

・登場する動物を自分で選び、動物になりきり、友達や教師とのやりとりを楽しむことができ 

 た。 

 

（２）次の授業の改善点  

全体の改善点 ・幼児が主体的に活動できるよう支援する。 

個人の改善点Ａ ・各々の活動の中で、回数を決めて終わりが分かるようにする。 

個人の改善点Ｂ ・各々の活動に見通しが持てるようゆっくりと扱い方を示して理解できるようにする。 

個人の改善点Ｃ ・絵本の登場人物が誰だったか、活動後の気持ちを確認する。 

 

※本活動における「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関連 

（１）健康な心と体      体験活動（シーツ滑り、ボール投げ、なわとび） 

（９）言葉による伝え合い   絵本「うしちゃん えんそく わくわく」の読み聞かせ 
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